
　

会
頭
職
務
執
行
者
亀
田
副
会

頭
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で

議
事
録
署
名
人
が
選
出
さ
れ
、

亀
田
副
会
頭
が
議
長
に
就
任
し

議
事
に
入
っ
た
。

　

第
一
号
議
案
…
会
頭
の
選
任

に
つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
満
場
一
致
を
も
っ
て
亀
田
副

会
頭
が
会
頭
に
選
任
さ
れ
た
。

　

亀
田
新
会
頭
が
「
会
頭
と
し

て
推
挙
を
受
け
、
た
い
へ
ん
光

栄
で
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
環
境

で
す
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を

得
て
、
地
域
経
済
の
発
展
と
社

会
福
祉
の
向
上
の
た
め
最
善
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

　

第
二
号
議
案
…
顧
問
の
委
嘱

に
つ
い
て
太
田
前
会
頭
を
顧
問

（
名
誉
会
頭
と
尊
称
）
に
委
嘱

す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た
。　
　
　
　
　
　

（
小
倉
）

臨時議員総会
　

平
成
十
六
年
度
第
一
回
臨
時
議
員
総
会

が
、
五
月
十
七
日
（
月
）
当
所
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
太
田
正
夫
会
頭
の
後
任
に
、

会
頭
職
務
執
行
者
亀
田
好
二
副
会
頭
（
佐

野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ　

代
表
取
締
役
社

長
）
を
満
場
一
致
で
会
頭
に
選
任
し
た
。

太
田
前
会
頭
は
名
誉
会
頭
に

蛭川常議員
（安蘇印刷㈱）

㈱

社
会
保
険
相
談
６
／
17
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時　
　
　

場
所　

佐
野
商
工
会
議
所
３
階
会
議
室　
　
　

協
力
事
業
所　

弥
彦
会
・
佐
野
商
工
会
議
所
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当
所
常
議
員

蛭
川
勝
次
郎
氏

（
安
蘇
印
刷
㈱

代
表
取
締
役
会

長
）
は
、
四
月

二
十
九
日
付
で

二
〇
〇
四
年
春

（
社
）
栃
木
県
商
工
会
議
所
連

合
会
な
ど
で
構
成
す
る
栃
木
県

緊
急
経
済
活
性
化
県
民
会
議

は
、
五
月
二
十
四
日
（
月
）
に

宇
都
宮
市
の
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
県
民
大
会
を
開
催
し

た
。
当
所
か
ら
七
名
が
参
加
し

た
他
、
県
内
の
産
業
、
消
費

者
、
金
融
、
労

働
等

の
各

機

関
・
団
体
及
び

県
、
県
議
会
、

市
町
村
か
ら
約

一
〇
〇
〇
人
が

出
席
し
た
。

　

こ
れ
は
、
足

利
銀
行
が
一
時

国
有
化
さ
れ
る

と
い
う
、
こ
れ

ま
で
例
が
な
い

難
局
を
乗
り
切

る
た
め
に
、
県

民
総
意
の
も
と

一
致

協
力

し

て
、

県

内

経

済
・
雇
用
の
活

性
化
さ
ら
に
は
県
民
生
活
の
安

定
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
。

　

大
会
で
は
、
①
県
民
が
一
致

協
力
し
て
取
組
む
「
地
元
購

買
・
地
元
間
発
注
」
運
動
の
全

県
的
な
展
開
②
一
社
で
も
多
く

の
企
業
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に

企
業
再
生
支
援
の
充
実
・
強
化

③
地
域
に
密
着
し
た
地
域
の
た

め
の
銀
行
へ
④
善
意
の
優
先
株

主
に
対
す
る
最
大
限
の
配
慮
の

四
テ
ー
マ
を
決
議
し
た
。
今

後
、
国
を
は
じ
め
広
く
一
般
社

会
に
対
し
、
県
民
の
切
実
な
主

張
と
し
て
訴
え
る
。

　

当
所
か
ら
の
参
加
者
は
、
次

の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

川
崎
三
代
次　

㈱
川
﨑
製
作
所

落
合　

喜
行　

㈱
落
合
土
木

金
井
佳
男　

㈱
金
井
樹
脂
工
業

栢
島　

和
男　

栢
島
会
計
事
務

　
　
　
　
　
　

所　

（
茂
木
）

　

当
所
で
は
、
新
規
会
員
加
入

獲
得
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
会
員

資
格
を
拡
大
し
た
。
（
定
款
の

一
部
変
更
を
認
可
済
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
商
工
業
者
は

も
と
よ
り
、
商
工
業
者
以
外
の

方
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、

所
並
び
に
入
会
を
希
望
す
る
事

業
所
を
ご
存
知
で
し
た
ら
当
所

平
成
16
年
度
会
費
に
つ
き
、
会
費
納
入
通
知
書
を
ご
送
付
し
た
会
員
の
皆
様
は
、
６
／
30
（
水
）
ま
で
に
金
融
機
関
に
振
込
む
か
、
当
所
へ
ご
持
参
下
さ
い

の
叙
勲
・
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

し
た
。

　

蛭
川
氏
は
、
昭
和
二
十
五
年

に
佐
野
市
消
防
団
に
入
り
、
昭

和
五
十
一
年
か
ら
十
二
年
間
に

わ
た
り
消
防
団
長
を
務
め
た
。

昭
和
六
十
二
年
に
は
消
防
庁
長

官
功
労
章
の
表
彰
を
受
け
る
。

永
年
の
消
防
活
動
に
よ
る
、
地

域
へ
の
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
受
章
と

な
っ
た
。

　

五
月
十
日
（
月
）
に

皇
居
の
豊
明
殿
で
行
わ

れ
た
授
章
式
に
参
加
し

た
蛭
川
氏
は
「
地
域
住

民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
を

使
命
に
、
ひ
た
す
ら
団
員
の
皆

さ
ん
と
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

私
一
人
の
栄
誉
で
は
な
く
、
こ

れ
が
消
防
団
の
活
力
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
嵐
）

当 

所 

議 

員 

の 

変 

更

　

佐
野
商
工
会
議
所
の
議
員

に
、
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
野
信
用
金
庫

　

理 

事 

長

　
　

太　

田　

哲　

夫　

氏

　

今
後
、
地
域
の
発
展
と
当
所

の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

太　

田　

哲　

夫　

議
員

商
工
会
議
所
に
つ
い
て
関
心
が

あ
り
、
説
明
を
受
け
た
い
事
業

業
務
課（
5

二
二
―
五
五
一
一
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
小
倉
）

 

満
場
一
致
で
選
任
さ
れ
た
亀
田
好
二
新
会
頭

▲


